平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費　目：林業振興費
	事業名: 　森と木と水の環境教育推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
林政部　林政課　緑化運動担当　電話番号：058-272-1111（内3031）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11511@pref.gifu.lg.jp
	事業費　


　要求額：21,088千円（前年度予算額：12,788千円）
	事業内容


	１　事業の内容


幼児期から高等学校まで段階的に木育・森林環境教育を進め、環境と人間との関わりを理解し自ら行動する人を育成するとともに、県民協働の森林づくりを推進する。
（１）ぎふ森林づくりサポートセンターの運営
 　　　県民の森林づくりへの理解と参加を促すため、フィールドや指導者の紹介・相談窓口、ＮＰＯ等のネットワーク化や交流の拠点となる、情報発信基地を運営する。
（２）教育機関における木育・森林環境教育の推進
　　  林政部と教育委員会で進めてきた「緑と水の子ども会議」を拡充し、幼児期から高等学校までを対象に、森や木や水などの岐阜県の豊かな自然環境について正しく理解するための体験や学習を支援する。
（３）木育・森林環境教育の長期ビジョンの策定
 　　　次期「岐阜県森林づくり基本計画」の大きな柱のひとつである「人づくり及び仕組みづくり」の目指す姿を実践者が共有し、より効果的に実施していくための段階的・継続的な長期ビジョンを作成する。
（４）木育キャラバン・木育円卓会議の開催
　　　 岐阜を中心に全国から集められた木のおもちゃにじかに触れ遊ぶことのできるイベント「木育キャラバン」と、県内外の木育に関する関係者が一堂に介し、木育推進のための課題や道筋をディスカッションする「木育円卓会議」を開催する。
	２　所要経費


（１）ぎふ森林づくりサポートセンターの運営　　　  12,035千円
（２）教育機関における木育・森林環境教育の推進 　　7,500千円
（３）県事業推進費　　　　　　　　　　　　　　　　   470千円
（４）木育・森林環境教育の長期ビジョンの策定　　     583千円
（５）木育キャラバン・木育円卓会議の開催       　    500千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ 美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり

１ 森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る

・森林がもつ水源かん養機能など多面的な機能を維持・増進し、健全で豊かな森林をつくる取組を進め、岐阜県の自然と水源を守る。

	２　これまでの取組状況


平成23年度は、県内63の小中学校、高等学校、特別支援学校で緑と水の子ども会議を開催した。また、保育園、幼稚園などの20施設で木育教室を開催中。
ぎふ森林づくりサポートセンターでは、森林づくりに関する相談への対応、森林づくり活動の情報発信、ＮＰＯ等を対象とした技術研修会を開催している。
	３　これまでの取組に対する評価


平成23年度末までに114校で緑と水の子ども会議を実施し、森林環境教育に対する取組が定着しつつある。平成20年度から実施している木育教室も述べ60施設で開催し、取り組む施設は年々増加している。
ぎふ森林づくりサポートセンターでは、森林づくり・里山整備の情報発信に加え、木育や森林環境教育の普及を図るため県内各地で移動木育教室などを実施し、森と木と人をつなぐ取り組みを実施している。県民協働の森林づくりを推進する体制を構築していくために、今後も各地域のＮＰＯ等のネットワーク化・交流の場づくりが必要である。
	決定額の考え方


　要求の趣旨に沿って、所要額を計上します。
	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	12,788
	0
	0
	0
	0
	8,000
	0
	0
	4,788

	要求額
	21,088
	0
	0
	0
	0
	8,000
	7,500
	0
	5,588

	決定額
	20,100
	0
	0
	0
	0
	8,000
	7,500
	0
	4,600


